
２０１８年  ５月  ２７日 

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②１０時半    ③１９時 

 司  会  ①石井師  ②白川 達男兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②石井 秀人兄  ③石井師 

賛  美  ５８８番 &  ～きよい御霊～ 

詩篇 23 篇 

聖  書  ①使徒行伝２章１～４節                                                                               

      ②使徒行伝1７章１～９節 

特別賛美  サラ・ナオミ会 

メッセージ  ①「終わりは始まりである」大川従道牧師                                                                                                                                  

      ②「天下をかき回す人々」石井 潤牧師 

献  金  聖歌５７７番 ＆ ～慕い求めます～ 

祝  祷              〔献金：渡辺姉・寺澤千姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  「明るく･元気で･のびのびと」 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日昼食後１時～、聖歌隊の練習が行われます。ご一緒に賛美しましょう！ 

２．明日午前11 時半～、長野市の寺澤千鶴子姉宅にて家庭集会が行われます。 

３．今週の祈祷会：☆早天祈祷会/明朝６時。★木曜祈祷会/午前 10 時半、 

夜７時半、石橋雄介伝道師(大和祈祷会映像)。☆準備祈祷会/土曜夜８時。 

４．来週日曜礼拝では、聖餐式・誕生祝福式。午後は聖書の学び会です。 
 
 
 
 

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔５/２７～６/３〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
歴代上 

20-22 章 
２３－ 
２５章 

２６・ 
２７章 

２８・ 
２９章 

歴代下 
1-3 章 

４－ 
６章 

７－ 
９章 

１０－ 
１２章 

新約 
ヨハネ 10: 

22-42 
11:1 
-17 

11:18 
-46 

11:47 
-57 

12:1 
-19 

12:20 
-50 

13:1 
-17 

13:18 
-38 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

６/9(土)10(日):｢ゴスペルコンサート＆聖書のメッセージ｣ 16(土):バイブルス

タディ(小山姉宅 2 時) 17(日):執事会 21(木):大手家庭集会 24(日):聖歌隊 



 
 
 
 
 
 
 
｢ご存じでしょうか。世界中をひっかき回してきたパウロとシラスが、今この町
でも騒ぎを起こしているのを。｣使徒行伝17章6節b[リビングバイブル]  
 

先週から「東京カルバリーチャペル」が東京都中野区5-5-1でスタートしました。私たちの

主任牧師である大川先生が大和での１１時からの礼拝のご奉仕を終えて、東京中野での

午後３時の礼拝で毎週ご奉仕するという大きな冒険をスタートされました。心臓にいくつもの

ステントを入れた状態での過密なご奉仕となりますが、その東京伝道が豊かな実を結んで

行くことができるように私たちも応援し、祈って行きたいと思います。 

パウロは使徒行伝17章６節で「天下をかき回してきたこの人たち」と悪口を言われました。

この表現は全くでっち上げの内容で、パウロが「イエス様こそが救い主だ！」と証ししているこ

とが、当時の伝統的なユダヤ教を信じている人々にとってはとんでもないことだということで、こ

のような人物は捕らえて身動きできないようにした方が社会のためであると考え、訴えられた

わけです。しかし、私はこの英語の表現が大好きで、NKJでは、「turn the world upside 

down」と表現しています。世界の常識をひっくり返しているというような意味でもあります。パ

ウロの語るイエス様への信仰が世界を革命しているということです。また別の箇所では、パウ

ロは「ペストのような男」ともいわれ、伝染病のような存在だとも言われました。今で言えば「テ

ロリスト」呼ばわりされているような状況です。それほどの悪口を言われたら、私たちは素直に

自分の主張を引き下げてしまうでしょうが、パウロは決して引き下げませんでした。石で打た

れ、ムチで打たれても、構わずにイエス様を訴え続けました。それはパウロが偉大であったとい

うよりも、聖霊様を通してイエス様がパウロを導いていた訳です。大川先生も、心臓を患い、

引退してもいい年齢でもあるし、また、大和教会のように日本一の教会を建て上げたのです

から、もうこれで十分だと思ってしまいます。でも、東京での伝道は決してあきらめきれないと

いう強い思いが今まで以上に今、熱く燃えておられるのです。 

来月は世の光のラリーがなされます。この働きは４０年近く毎年欠かさずこの東信地区で

続けられてきました。ラジオ伝道の支援ということは表向きで、何よりも魂の救いが目的です。

今年は若い人にもっと焦点を当てようということになりましたが、神様の恵みは人から人へと

受け継がれなくては意味がありません。自分たちだけで楽しんでいるものではありません。他

者へと流していかないと、死海のように死んだ海となってしまいます。 

しかし、先週のペンテコステ礼拝での内容のように、まず主の前に待ち望む必要がありま

す。そして、自分の考えで進んではいけません。共に祈り合って、励まし合うことを継続してい

きましょう。どうぞ、宣教の業が前進していくように祈り続けてください。 

「天下をかき回す人々」 

～力ある宣教のわざ～ 


